
   

 

米
原
市
で
は
、
地
域
農
業
の
甚
大
な
鳥
獣
害
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
集
落
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
を
助
成
す
る
市
独
自
の
交
付
金
制
度
を
平
成
２
６
年
度
か
ら
始
め

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
５
年
間
で
平
成
３
０
年
度
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
集
落
で
は
、
引
き
続
き
継
続
拡
充
の
声

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 
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米原市集落ぐるみの鳥獣害総合対策支援事業交付金制度 

                （米原市広報より） 

市では、集落ぐるみの継続的な鳥獣害対策の取組を支援

するために、国や県の助成事業と併せて利用することがで

きる新たな交付金を設けました。 

集落ぐるみの鳥獣害対策を進め、鳥獣害に強い集落づく

りを進めるため、活用ください。 

●対象者自治会、集落営農組織など 

●事業期間平成30年度まで 

●交付金上限額 

上限110万円(１年目50万円、２年目以降20万円） 

※先進的に取り組むモデル事業を実施する場合は、上限

額に加算 

●対象となる取組 

地域の実情などに応じた「集落ぐるみの鳥獣被害対策プ

ラン」を策定すると、次の事業が助成対象になります。 

・侵入防止柵整備事業 

・有害鳥獣追い払い用具整備事業 

・捕獲檻整備事業 

・野生鳥獣が近づきにくい環境づくり事業 

・先進的に取り組むモデル事業 

詳細は、林務課（58-2229）にお問い合わせ 

ください。 

 

     

 

東
番
場
区
で
は
、
制
度
が
で
き
た
平
成

２
６
年
度
か
ら
獣
害
柵
の
設
置
に
取
り

組
み
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
圃
場
の
踏

み
荒
ら
し
被
害
を
、
年
々
減
少
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
毎
年
の
メ
ン
テ
作
業

が
欠
か
せ
な
く
、
現
在
は
年
度
当
初
の
区

の
事
業
に
位
置
付
け
て
、
区
民
一
丸
と
な

っ
て
獣
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
取
り
組
み
に
、
市
が
助
成
し
て
い

た
だ
い
て
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
集
落
も
同
様
で
、
地
域
農
業
を
守
る

た
め
に
、
市
は
制
度
打
ち
切
り
で
な
く
、

毎
年
の
補
修
作
業
に
、
少
し
で
も
助
成
で

き
る
よ
う
、
制
度
の
継
続
と
拡
充
を
強
く

望
み
ま
す
。
ま
た
、
小
集
落
な
ど
で
、
個

人
で
取
り
組
む
獣
害
対
策
に
も
援
助
が

必
要
で
す
。 

獣害柵の補修作業（東番場区） 


